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「自律調整ＳＣＭコンソーシアム」設立のお知らせ

〜サプライチェーンにおける日々の調整業務の劇的な効率化へ〜

日本電気株式会社(注 1)、沖電気工業株式会社(注 2)、豊田通商株式会社(注 3)、BIRD INITIATIVE 株式会社(注 4)、

国立大学法人 東京農工大学(注 5)、学校法人 中央大学(注 6)、国立大学法人 名古屋工業大学(注 7)は、東京大学(注

8)ほか、合計３３会員（別紙参照）からなる「自律調整ＳＣＭコンソーシアム」（以下、本コンソーシアム）を設立したこと

をお知らせします。

本コンソーシアムは、サプライチェーンにおいて日々発生している「企業・組織・個人間での利害や挙動の調整業務」を

劇的に効率化することを目指し、先進技術を活用した実用的な調整業務フローの整理と検証、その発展と普及を主たる

活動として、ソリューション提供者、ユーザー、学術専門家等の様々な立場のメンバーによる協働で進めていきます。

 製造業における製品の納期・数量や価格の調整、物流業における配送条件や価格の調整など、あらゆる産業のサプ

ライチェーンにおいて、取引相手との様々な調整業務が企業・組織・個人等の間で日々大量に発生・遂行されています。

現状、これらの調整業務は人手で実施されることが主流ですが、取引の小ロット化、製品の複雑化・多様化、きめ細かい

ニーズへの対応要求、さらには競争環境の激化等により、より複雑な調整業務をより短時間でより大量に、かつ正確に

実施する必要性が高まってきています。さらに、昨今の災害や疫病等による主要部材のひっ迫、少子化によるサービス

の担い手の減少等の状況下においては、調整の成否が自社の存続・社会機能の維持をも左右するまでになってきてい

ます。このような背景の下、本コンソーシアムにおいては、代表的なユースケース群に関して、先進技術の活用により劇

的な効率化を実現する調整業務フローを整理・検証し、その発展と普及を図っていきます。

取引先との調整業務を劇的に効率化（左：製造業、右：物流業）

製造業においては、予想を超えた製品需要の到来や必要部材の納入遅れに対応するための、取引先との納期や数



量の調整等がユースケースの一例となります。また、物流業においては、突発的な荷送依頼やトラック到着遅れに対応

するための納期・価格等の調整や関係者との受入条件の調整等がユースケース例となります。本コンソーシアムでは、

このようなユースケース群に対して、当該業界の商習慣や周辺業務との整合性、不本意な調整への合意が強制されな

いこと（自己決定権の確保）や、対外秘情報の提供が不要であることといった実用上の要件を満足しつつ、自動交渉ＡＩ

技術等の活用により劇的な効率化を実現するソリューション・アーキテクチャーを開発・整理し、実証実験を行います。

また、調整業務の効率性はサプライチェーンを通じて連鎖することから、他人が効率化を実現することで、自分の効率

性も上がるという性質があります。すなわち、効率的な調整業務フローは、そのユーザーが増えるほど各ユーザーの得

られる価値も相乗的に高まります。本コンソーシアムでは効率的な調整業務フローを普及させるための活動を積極的に

推進します。単なる報告書発表や講演・展示に加えて、調整メッセージの標準仕様策定と参照実証開発、国際的な標準

化団体や業界団体へのインプット、学術界でのコミュニティ形成等も行います。

本活動は令和３年度ルール形成を用いた省エネルギー加速型市場形成促進事業費補助金(注 9)に採択されています。

設立目的

サプライチェーンにおいて日々発生している「企業・組織・個人

間での利害や挙動の調整業務」を劇的に効率化する

• 先進技術を活用した実用的な調整業務フローの整理と検証

• その発展と普及、エコシステム形成による社会価値の実現

• Society 5.0 等の国家ビジョンへの貢献

活動概要

• 対象ユースケース選定と課題定義

• ソリューション・アーキテクチャーの開発と整理

• 当該アーキテクチャーのコンセプト検証（PoC）

• 当該アーキテクチャーの普及、相互運用に必要な標準

化

• 人脈/ネットワーク形成（研究会、発表会、その他）

以上

(注 1) 本社：東京都港区、代表取締役 執行役員社長 兼 CEO：森田 隆之

(注 2) 本社：東京都港区、代表取締役社長執行役員：鎌上 信也

(注 3) 本社：愛知県名古屋市、取締役社長：貸谷 伊知郎

(注 4) 本社：東京都中央区、CEO：北瀬 聖光

(注 5) 所在地：東京都府中市、学長：千葉 一裕

(注 6) 所在地：東京都八王子市、理事長：大村 雅彦

(注 7) 所在地：愛知県名古屋市、学長：木下 隆利

(注 8) 所在地：東京都文京区、総長：藤井 輝夫

(注 9) 一定の市場形成力が評価された事業者に対し、フォーラムの立ち上げ等を支援する経済産業省の補助金事業。

なお、市場形成力についてはこちらをご覧ください。

https://www.meti.go.jp/press/2021/04/20210421007/20210421007.html

＜自律調整ＳＣＭコンソーシアムについて＞

https://automated-negotiation.org

＜本件に関するお客様からのお問い合わせ先＞

NEC グローバルイノベーション戦略本部

https://contact.nec.com/http-jpn.nec.com_tb_142rd_4b126d/?fid=4b126d

沖電気工業株式会社 イノベーション推進センターAI 技術研究開発部

https://www.oki.com/cgi-bin/inquiryForm.cgi?p=212j



豊田通商株式会社 コネクティッド事業部  武藤 健規(むとう けんき)

TEL：03-4306-5416

E-Mail：kenki_muto@toyota-tsusho.com

東京農工大学 総務・経営企画部企画課広報係

TEL：042-367-5895

E-Mail：koho2@cc.tuat.ac.jp

BIRD INITIATIVE 株式会社

E-Mail：hello@bird-initiative.com

中央大学 研究支援室多摩研究支援課

TEL：042-674-2139

E-Mail：tama-shien-grp@tamajs.chuo-u.ac.jp

＜本件に関する報道関係からのお問い合わせ先＞

NEC コーポレートコミュニケーション本部 広報室

電話：080-8817-6218

E-Mail：press@news.jp.nec.com

沖電気工業株式会社 コーポレート本部 広報部

TEL：０３－３５０１－３８３５

E-Mail：press@oki.com

豊田通商株式会社  広報部 報道グループ

TEL：03-4306-8200

東京農工大学 総務・経営企画部企画課広報係

TEL：042-367-5895

E-Mail：koho2@cc.tuat.ac.jp

BIRD INITIATIVE 株式会社

E-Mail：hello@bird-initiative.com

中央大学  広報室

E-Mail：kk-grp@g.chuo-u.ac.jp

名古屋工業大学 企画広報課

TEL：052-735-5647

E-Mail：pr@adm.nitech.ac.jp



＜別紙＞

会員一覧（2021.9.17 時点）

会員区分 組織名

一般会員

日本電気株式会社

沖電気工業株式会社

BIRD INITIATIVE 株式会社

一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会

株式会社日本総合研究所

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社

ＮＥＣソリューションイノベータ株式会社

アビームコンサルティング株式会社

ユーザ会員

豊田通商株式会社

郵船ロジスティクス株式会社

VAIO 株式会社

一般財団法人 日本立地センター

株式会社 菊池製作所

三菱重工業株式会社

ＮＥＣプラットフォームズ株式会社

株式会社 日新

株式会社ネクスティエレクトロニクス

豊通物流株式会社

伊藤忠インタラクティブ株式会社

TMIP（Tokyo Marunouchi Innovation Platform） ※

駿河精機株式会社

株式会社 ANA Cargo

平河ヒューテック株式会社

学術専門会員

渥美坂井法律事務所・外国法共同事業

藤田桂英 准教授 東京農工大学

西成活裕 教授 東京大学

和泉潔 教授 東京大学

津村幸治 准教授 東京大学

大塚孝信 准教授 名古屋工業大学

工藤裕子 教授 中央大学

一般社団法人ジャパンイノベーションパーク

産業技術総合研究所

伊藤孝行 教授 京都大学

※TMIP は一般社団法人大丸有環境共生型まちづくり推進協会が運営するオープンイノベーションプラットフォーム。本コンソーシアムへの

参画を通じて、60 社超の TMIP 会員のうち希望される企業に対して、本コンソーシアム活動への参画・連携機会を提供します。

※本コンソーシアムでは、随時会員募集を行っております。ご興味を持たれましたら、お気軽にご連絡ください。

【お問い合わせ先】 ＜e-mail： contact-auto-nego@aic.jp.nec.com ＞


